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今、私達の暮らしの中にはありとあらゆるカラ－印刷物が溢れているが、印刷の歴史の中では、

15 世紀中頃ドイツのグ－テンベルグによる鉛活字の考案と活版印刷機の発明が有名である。現

存する「42 行聖書 」も絵柄には手彩色が施されている。印刷物の特徴としてあげられるのはま

ず、その製品が現存していること、品質が今のカラ－印刷に近いこと、量産されていることの三

点があげられるだろう。情報化時代である今、多くの先端技術はデジタルを合言葉に一般の人々

の理解できない領域に進んでいる。カラ－コピ－やプリンタ－は瞬時にカラ－印刷物を提供して

くれるようになっている。230 年前の日本にはすでに印刷の源泉が存在していた。それが日本の

錦絵である。この錦絵が世界に先駆けて始まったカラ－印刷なのである。1765 年、鈴木春信と

いう浮世絵師が多彩色の浮世絵木版画「錦絵」を創案した。「錦絵」は浮世絵の手法の名称で、

後年には浮世絵＝錦絵ともいわれる。浮世絵版画はこれより 100 年程前に菱川師宣という絵師が

当時の市井風俗を一枚摺り木版画にして庶民の人気を呼んだのであった。浮世絵版画のカラ－印

刷技術化を確立した鈴木春信は一世を風靡し、「錦絵」は飛躍的に発展していった。「錦絵」の版

材は固く均質な桜の木を用い、紙は厚手の奉書和紙を用いるものである。素材と手先が器用な職

人達の技能とが融合して日本独特のカラー木版画が誕生したのであった。制作工程は絵師と彫師、

摺師との分業になっていた。この木版技術は江戸時代において、メディア媒体として、ちらし、

ポスター、小説などに応用されていった。絵師の中でも、歌川歌麿、葛飾北斎、写楽、歌川広重

などという名は良く知られているだろう。「錦絵」はその質においても、数においても、世界に

類のないカラ－印刷の源流といってもよい。日本に誇るべき過去が生んだ偉大な商業媒体のメデ

ィアなのである。今でいうインターネットの波及のように爆発的な勢いでメディアとして流通し

ていっただろうことは、現存する錦絵の数や種類を見てもわかるだろう。「錦絵」は江戸時代の

生んだ町人文化の華なのであったのであった。世界の印刷の歴史をひも解いてみても、ニュ－ト

ンを始めとする色の理論の追求と応用は 18世紀初頭から盛んに行われ、現代の三原色印刷の基

盤を構築してきた。実用化されてきたのは 19世紀後半に入ってであるというのだから、日本に

おける「錦絵」の発展と庶民への波及の勢いは世界の例にみない画期的なものであったのだ。  

まず浮世絵の発生から歴史を振り返るとする。まず室町時代末期、風俗画が大変な人気を呼んだ。

市井の風俗や年中行事などを画題に描かれ、上方（京都・大阪）を中心に盛んとなったのである。

各地の祭礼を描いた祭礼図、人々の遊興のさまを描いた遊興図或いは、合戦図、婦女図などが見

られる。江戸時代に入ると、この流れが寛永風俗画につながって行った。浮世という言葉は、17

世紀中頃（江戸時代初期）に発生している。つらいことの絶えない「憂き世」に、はかない人生

を意味する「浮世(ふせい)」を合わせ、「浮世(うきよ)」という韻を踏んだ造語がつくられたと

いう。それが現世から逃避した現実的享楽を意味するようになり、やがて、「当世」「今様」と解

釈が広がってきた。江戸開府 1603 年以来、50 年が経過し、街も年々拡大して人々の生活が安定

のきざしを見せてきた頃、江戸に大変な事態が起きた。明暦の大火（振袖火事）である。1657

年、1 月 18 日の両日燃え広がった火災は江戸の大半を焦土と化し、街を一変させてしまった。



死者 10万人を超えるという。これを契機に、大規模な復興作業が進められ、江戸の街に再び活

力が蘇ってきた。そして、それまでの文化土壌も一掃され、上方から移入されていた文化も衰退

して行き、ここに江戸独自の文化が芽生えはじめた。四代将軍家綱の頃である。町人は経済力に

は勝っていても、士農工商という封建身分制によって、やりきれなさが残った。そうしたはけ口

を歌舞伎や吉原といった享楽の世界に求めたのである。浮世絵の発祥の背景はこの辺に求められ

るだろう。だからこそ、浮世絵も歌舞伎と吉原も切っては切れない関係性が残る。ここにも一種

の連が成り立っていたといえるだろう。吉原から美人画が、歌舞伎から芝居絵と役者絵が生まれ

たといえる。それらの浮世絵は時世に敏感で身近なテ－マを画題として、現代の絵画にはないマ

スメディア的要素も持っていた。当時はＴＶもインターネットもなかったのだ。だからこそ、絵

画が一大メディアとして力をもっていたのである。1672 年、江戸で絵入り本「武家百人一首」

が出版された。そこに初めて町の絵師、菱川師宣の名が記された。菱川師宣は安房国（千葉県）

保田に生まれ、後年江戸に出て挿絵画家となる。師宣は肉筆・版画の両分野で活躍した町絵師で

美人画などに多くの作品を残し、浮世絵創成期の第一人者である。浮世絵の元祖ともいわれる。

特に一枚摺りの木版画、墨摺絵を開発した功績は大きい。版本の挿絵を鑑賞用の一枚の木版画と

して独立させ、荒削りな線描と白黒の対比が特徴の墨摺絵は江戸町人に大きな支持を受けたので

ある。浮世絵は肉筆画と版画に大別されるが、ここでは印刷の歴史を探るため版画に焦点を絞っ

て進めて行きたい。浮世絵版画は、はじめ墨一色摺の「墨摺絵」であったが、宝永・正徳年間（1704

～1715 年）丹色（鉱物性の顔料）を基調に 2～3 色を筆彩色した「丹絵」が生まれる。続いて、

享保年間（1716～1735 年）透明感の強い植物性の紅を主色に用いた「紅絵」が考案された。こ

れらはいずれも筆彩色であったが、やがて、彩色摺版画への期待がふくらみ職人達も工夫を重ね

る。江戸時代当時の日本は中国文化の影響を強く受けている。上海近くの蘇州を中心として明代

後期から清代初期（17 世紀から 18世紀初期）に彩色版画がみられる。蘇州版画は民俗版画とし

て知られる。これらの作品が長崎などを通じて日本にも入って来たのであった。延享年間（1744

～48 年）に蘇州版画を範として３～４色摺りの色摺版画「紅摺絵」が創始された。版画技法の

上で彩色版のために「見当技法」が考案されたのもこの頃と言われている。見当とは色摺りがず

れないように工夫された簡単な目印であり、一説には江戸の版元、江見屋吉右衛門の発明と言わ

れる。「紅摺絵」の出現により、絵師、彫師、摺師の三者協力体制が確立した。この分業体制は

現在の印刷プロセスに合い通じるものがある。筆彩版画に比べ、色摺版画は多量に早く、かつ安

く出版出来るので大いに歓迎され、江戸の人気商品になった。墨摺絵から、丹絵、紅絵そして紅

摺絵に至る約 100 年間、浮世絵版画も画題が豊富になり、武者絵や花鳥画さらに名所絵なども刊

行されるようになった。「漆絵」、「浮絵」などの技法も開発された。明和 2 年（1765）から翌年

にかけて、「大」「小」絵暦の大ブ－ムとなる。当時は太陰太陽暦が採用されており、その年の大

の月（30 日）と小の月（29日）の組み合わせが年々異なり、三年に一度位閏月があったため、

暦は貴重な生活情報であった。はじめは簡単な文字情報だけであったが、年々趣向をこらし、つ

いには判じ絵による絵暦まで出てくるようになった。江戸の好事家たちで俳諧を趣味としていた

人々が集まり、「連」＝グル－プを作っていたが、彼等も絵暦制作には熱心で、「大(だい)小会(し



ょうえ)」と称し、自作の優劣を競っていた。1,600 石の旗本、大久保忠舒（巨川）も「連」の

主宰者の一人で、彼は絵暦制作に専門の浮世絵師を起用した。忠舒（巨川）が選んだ町絵師が鈴

木春信である。そのころ、巨川から依頼を受けた春信は、同一町内に住んでいた、平賀源内等の

示唆を受けながら、紅摺絵の手法を改良工夫した多色摺版画の方法を求めていた。彫師、摺師達

と熱心に研究を重ね、幾多の試行錯誤を繰り返しながら、究極の絵暦を作ることに没頭していた。

そして、1765 年遂に完成したのである。十色でも刷り重ねられる華麗な多色摺版画が出来上が

った。厚手で上質な奉書紙を用い、濃淡を利用して豊富な中間調も可能となり、今までにないカ

ラ－作品が仕上がった。はじめは絵暦だけであったが、その見事な出来栄えに版元が目をつけ商

品化を図ることとなった。多色摺版画が絢爛豪華な西陣の錦織物を連想させるとして「吾妻錦絵」

と名づけられた。吾妻は東であり、京に対抗したものだろう。こういった分野でも江戸は上方文

化に対し、レジスタンスが起きていたのであった。1766 年春信は錦絵 8 枚揃い「座鋪八景」を

出し、一世を風靡する。あたかも、着色白黒版から一挙に総天然色へ変化したような感じで、江

戸町人は度肝を抜かれたに相違ない。春信は夢幻的な表情をもつ女性美を錦絵に表わし大変な人

気を得たが、明和 7年（1770）病を得て急逝する。現在では、一般に浮世絵というと浮世絵版画

のことを指していて、錦絵とあえて言わなくても浮世絵イコ－ル錦絵と理解されている。1765

年に創始された錦絵は日本独特の見事な多色印刷物であった。大量に安く複製して売られた錦絵

こそ世界に先駆けて始まったカラ－印刷である。鈴木春信の錦絵発表は浮世絵界に大変な反響を

呼んだ。絵師達は競って春信風の錦絵制作に取り組み、次々に作品を発表して益々人気が出てき

た。明和・安永年間（1764～1780 年）江戸時代中頃が錦絵の黎明期といえる。江戸歌舞伎にお

いても発展を遂げた時期であったが、浮世絵の世界でもそれは同じであったのだった。世は田沼

時代といわれ、緊縮を排し積極的な政策がとられ、華美を追う都市風俗と自由開放的なム－ドが

横溢していた。まさに江戸町人文化の幕開けであったのであった。天明・寛政年間（1781～1800

年）はいわゆる錦絵黄金時代である。多色摺版画である錦絵はこの時代にピ－クを迎える。絵師

達も浮世絵界のトップクラス、鳥居清長、喜多川歌麿、東洲斎写楽といった人達が輩出して、芸

術性の高い作品が残っている。さらに、版元にも蔦屋重三郎といった稀代のメディアプロデュー

サーが現われ、益々錦絵の質を高めていった。多色摺の手法は更に洗練されていき、狂歌絵本や

数々の草双紙の挿絵に錦絵が多用されるようになった。錦絵黄金時代は優れた彫師、摺師という

職人たちと地本問屋と呼ばれた版元、そして、天才的な絵師達の出現によって、いままでにない

活況を呈したのであった。しかし、天明年間に大飢饉が起こり、浅間山の大噴火などもあって世

情は混乱の様相を示していた。天明 7年（1787）松平定信が老中となりいわゆる寛政の改革に着

手する。綱紀粛正をかかげ、出版統制も一段と厳しくなり、政治批判・好色もの・豪華な出版物

などを禁止した。1791 年には出版取締令に触れて山東京伝、蔦屋重三郎などが罰せられている。

だが、その後に歌麿の大首絵や写楽の役者絵が蔦屋の耕書堂から刊行されており、町人が興した

町人の為の文化の力強さが感じられる。文化・文政年間（1804～1829 年）は江戸町人文化の爛

熟期で「通」や「粋」が尊重された時代である。この時期、葛飾北斎と歌川広重という二大巨人

が出現する。「富嶽三十六景」や「東海道五十三次」に代表される風景画は万人に愛されている。



錦絵の特徴は西洋版画の写実性と異なり、平面的で多彩な色彩効果に優れ、その構図は大胆であ

った。1867 年のパリの万国博覧会に錦絵（浮世絵）が多数出品され、折りから新しい絵画表現

を模索していたフランス印象派の画家たちを驚嘆させた。広重は北斎とともに、最も人気を呼び、

ゴッホの模写などで知られる。このパリの画家たちに与えた浮世絵の影響はジャポニズムと呼ば

れている。錦絵はカラ－印刷の技術としては独自の方法がとられている。木版印刷の応用である

から、現在の製版や印刷に用いられている機械類に代わって人の身体そのものがそうした働きを

している。錦絵の出来上がりの良し悪しや仕事の能率は職人の熟練度に左右されてしまう。当時、

一人前の職人になるには、子供のうちからかなり厳しい修業をして、7～8年かかったという。 

＜版元の仕事＞ 

絵の企画を立て、絵師に作画を依頼する。寛政の改革により、版下を組合に提出して、出版許可

の検閲印が必要となった。 

＜絵師の仕事＞ 

今ではカラ－印刷を行う場合、必ず色のついたイラストなり、カラ－写真が原稿として用意され

ている。錦絵の場合は、絵師が色のついた原画を描いたわけではない。まず、墨一色で絵柄の輪

郭と文字を自分のイメ－ジ通りに薄い美濃紙に描いて行く。出来上がったのが「版下絵」である。

或いは単に「版下」という。浮世絵師のことを版下絵師と呼ぶのはこのためである。出来上がっ

た一枚の版下を版元へ渡す。版元は検印済みの版下を彫師に渡す。彫師は版下を裏返しにして、

板に貼り付け、墨の線を残して周囲をノミや彫刻刀を使って彫り下げる。画線部が残り、「版木」

が出来あがる。これを主版という。輪郭だけ彫られた版木を次に摺師に渡す。摺師は必要な枚数

（色数）墨摺りして再び絵師に戻す。この墨摺りしたものを「校合摺(きょうごうずり)」という。

絵師は一枚づつ色指定をする。これを「色差し」と称する。方法は必要個所を朱で塗りつぶし、

指定色を書き込む。10 色を摺り重ねるのであれば、版下は１０枚出来る。絵師が色指定を終え

た段階では、どんな色調の出来上がりになるのか誰もわからない。絵師の頭の中にのみイメ－ジ

されている。複数枚の版下（校合摺）はまた彫師へ戻され、いよいよ本番（製版・印刷）となる。 

江戸は天明・寛政から文化・文政の頃（18 世紀末から 19 世紀初頭）、すなわち錦絵黄金期の

時代 100万人規模の大都市であった。当時、ロンドンが 90万人、パリが 60万人と言われている

から世界一だったに違いない。将軍のお膝元で武家の人口が約半分を占め、それぞれの大名は江

戸城を中心に広大な屋敷を構え、さらに、寺社も広く土地を有していた。江戸町民は全体の 2

割以下の面積に 50万人が住んでいた。そのため多くの人々は長屋暮らしであったという。しか

し、そうした壁一枚の向こう三軒両隣りの生活の中で、お互い生きる智恵を出し、工夫をし合う

土壌が生まれたのであろう。鈴木春信が創始者といわれる錦絵も、一人の天才の発明ではなく木

版画職人の彫師や摺師の創意工夫と技量にまつところが大であったと思われる。見事な共同作業

である。春信の初期の作品に彫師：関根何某、摺師：湯本何某などと刻まれているのは協力者に

対する謝意を表わしていると考えられる。江戸の広告や出版活動を調べて行くと、当時の人々の

識字率の高さに驚かされる。専門家の推計によると、江戸での就学率（寺小屋などへ通った比率）

は七割を超えていたという。ちなみに、19 世紀中頃のイギリスで約二割、フランスなどでは一



割に満たなかったとされているので江戸の水準はかなり高かったといえる。江戸時代には正式な

学校組織はなく、私塾がその役割を果たしていた。「寺小屋」とか「手習い」という文字を習う

為の塾がいたるところにあり、子供達が 5～6歳の頃から熱心に通ったという。浮世絵の題材に

も自由闊達な寺小屋の学習風景が良く取り上げられている。さらに錦絵にも手紙を書いたり、読

んだりしている情景があちこちに登場する。江戸町人は「文字」に関心が高かったのである。こ

うした環境のもとで印刷技術（木版技法）がますます洗練されていったのもうなずける所である。 

江戸は 1615 年の大阪夏の陣以来、約 250 年間の永きにわたって戦がなかった。まさに「憂き世」

から「浮き世」へ変貌したのである。これらのことが錦絵をはじめ独特の江戸文化形成の背景と

なっていた。広告は現代では世の中に欠かせない情報源である。チラシ、ポスタ－、カタログ等

の印刷物をはじめ、ラジオ、テレビ媒体そしてインタ－ネットへと広く、深く拡大している。も

ちろん、ネオン、看板ほかの屋外広告など際限なく広告は存在する。江戸時代の宣伝広告を見て

みると、面白いことに気がつく。暖簾、看板の類、それに引札、景物本などは広告らしい広告で

あるから「直接的広告」とするとしよう。もうひとつ、錦絵の中で画題として取り上げられた商

店や名物を売る店などは、表向き名所図会であるが、考えてみるとこれも立派な広告である。金

銭の取り引きがあったかどうか定かではない。しかしこれを「間接的広告」といえるのではない

だろうか。本論で述べる歌舞伎と広告的表現とみられる役者絵や舞台絵は役者と物語と商品の間

で「直接的広告」と「間接的広告」の両者を行き来した存在といえよう。まず引札とは、「ちら

し」と称される宣伝広告用の摺り物のことである。当時、多くの引札は墨一色のものであったが、

この宣伝手法は今日に至るまで生き長らえ、現在ではポスタ－と共にカラ－宣伝印刷物の主流と

なっている。引札の起源は宝永・正徳の頃（18 世紀初頭）江戸で安売りの広告手段として始ま

ったようである。1769 年平賀源内がコピ－を書いたのがきっかけとなり、その後有名人のコピ

－が流行した。山東京伝、式亭三馬、柳亭種彦なども引札を数多く書いている。やがて江戸後期

になると錦絵の絵入り引札が出てくる。錦絵を活用した引札として、大阪の薬種問屋が江戸への

出店に際し配った「江戸出店乃図」がある。 景物本とは商店の開店祝いとか大売り出しのとき、

顧客に配る宣伝パンフレットのことである。 さて、引札は大安売りや開店のお知らせ用のちら

しだが、ここに江戸の流通革命を起した事例を見てみたい。時は 1683 年、元禄文化の栄える直

前の頃、呉服商 越後屋八郎右衛門（三井高利が 1673 年に創業・現 三越）が日本橋駿河町に新

店を開業した。当時、越後屋は「店前現銀売り」という新商法が当たり繁盛したが、同業者から

の反発も強かった。1682 年末の火災（八百屋お七火事）で本町の店舗が焼失し、駿河町に移転

してきた。三井高利はこの機会をとらえ、経営方針を明確に示した引札を配ることとした。三井

高利が創案した「店前現銀売り」「掛値なし」「反物切り売り」は当時の商いの方法と真っ向から

対立した。従来の商習慣を破る画期的なことであった。すなわち、当時、江戸呉服商の最大の顧

客は大名、武士と富裕な商人であり、支払いは 6月と 12月の 2回か年一度 12月払いの掛け売り

が普通であった。一般的な商法はあらかじめ注文を聞き商品を得意先に持参するか、得意先に商

品を持参して売るか、いずれにしても煩雑な手間がかかった。しかも、呉服の値段はその場その

場の交渉で決められていた。 高利が江戸市中に配った引札には次の様な事が書かれていた。  



＜越後屋引札＞ 注：現代語訳したもの。 

『駿河町の越後屋八郎右衛門からお知らせいたします。 

このたび、わたくしはひと工夫して、呉服物は何によらず、格別お安く売り出させていただきま

すので、どうかわたしの店にお出向きになり、お買い上げいただきたいと存じます。 

しかし、どなた様のお宅にも品物を持参しての訪問販売はいたしません。 

もっとも、私どもが正札販売で売り出しました以上は一銭といえども嘘の値は申し上げません。

従って、たとえお客様がお値切りになりましても、一切値引きするようなことはいたしません。 

もちろん、代金は即座にお支払いいただきたく存じます。一銭といえども掛売りはいたしません。 

以上  

呉服物現金安売り掛値なし 

駿河町二丁目 越後屋八郎右衛門 』  

この作戦は大成功となり、江戸の人々から拍手が送られた。駿河町越後屋の繁盛ぶりについて、

井原西鶴は「日本永代蔵」の中で大商人の手本と絶賛している。その後、越後屋は永く日本一に

君臨したのである。改めて、引札（マスメディア）の効力がうかがい知れる。 

 江戸の出版は物の本といわれる硬派ものと草紙や浮世絵などの軟派ものがあるがいずれも和

紙・和本の文化である。印刷技術的には江戸初期の活字印刷が名高い。キリスト教布教が目的の

「きりしたん版」や徳川家康が刊行した「群書治要」などは古活字版として歴史にその名を留め

ている。しかし、寛永末期頃（1640 年頃）には伝統的な整版（版木に彫る方式）が復活し、以

降、幕末に至るまで木版印刷が主流となり、江戸の出版文化を支えてきた。整版技術は奈良朝時

代に中国から伝来したものである。錦絵に代表される木版カラ－印刷は日本のオリジナル技術で

あり、色を重ねた多色摺による表現技法に加えて、仮名、漢字さらにルビ付き文字まで自在に彫

ることが出来る上、再版が可能であった。木版印刷は活字印刷と比べて利便性と経済性が高かっ

たといえる。出版文化の担い手は版元である。版元とは、出版のスポンサ－であり、企画立案者

であり、販売元であった。現代風に言えば、出版・印刷・販売を一手に扱う出版総合商社といっ

たところか。主に学問的な書物を商いとする「書物問屋」草双紙や浮世絵版画を商う「地本問屋」

に分かれていた。たとえば、錦絵の場合、版元が人気の出そうなテ－マを選定して絵師に作画を

依頼する。出来上がった版下絵を彫師が版木に起こし、摺師が摺って作品完成。版元はその錦絵

を宣伝し、店頭で販売する。錦絵は江戸絵とも呼ばれ、格好のお土産だったという。版元になる

には、文化的なものに関心が高いこと、時流を先取りする企画・編集の能力を有すること、人を

育て、ネットワ－ク化できる資力と経営感覚があること、などが必要である。特に、優れた絵師

と腕のいい職人達をいかにネットワ－ク化するかということが店の興廃を左右した。版権（版木

一式）を他の版元へ譲渡したりして、同じ作品でも版元が変ることもしばしばあった。数多くあ

る版元の中でも、江戸の版元の中でも有力であったといわれているのは、仙鶴堂鶴屋喜右衛門、

須原屋茂兵衛、蔦屋重三郎、和泉屋市兵衛である。 ちなみに、印刷を担当したのは、「版木屋な

かま」と称する彫師、摺師、製本屋などの職人達で、彫師は頭彫と胴彫に分かれ、摺師は色摺師

と墨摺師の別があった。そして、多くはその日暮らしの貧しい生活で僅かな稼ぎもすぐに使って



しまい、宵越しの銭を持たない腕一本の「江戸っ子」だったという。約２５０年続いた江戸時代

の出版文化史を三つに区分してみると、  

前 期：享保以前の 17 世紀、錦絵誕生前の上方文化成熟期。 

中 期：享保から寛政までの 18世紀、錦絵の興隆と江戸文化全盛期    

後 期：幕末までの 19世紀、錦絵の発展と江戸文化爛熟期 

となるだろう。 町人文化が盛んになってきた元禄期は初期に属し、文化・文政期は後期となる。

又、幕府は出版取締令を度々出しており享保から始まり、寛政、天保へと続く三大改革では内容

が段々厳しくなっていった。  

≪前期出版文化≫  

寛永年間（1624～1643）京都で営利を目的とした出版が始まった。仏書、 需書、史書など硬派

ものが主であったが、一方、庶民を対象にした平易な絵入りの仮名草子も扱っていた。やがて、

この動きが大坂へ移り、元禄年間（1688～1703）大坂に出版文化の花が開く。当時、商人の習慣

であった別家・暖簾分け制度が版元にも取り入れられ、秋田屋グル－プと河内屋グル－プが大坂

の版元二大勢力であった。丁度その頃、前述したように江戸では菱川師宣によって、一枚摺りの

浮世絵が創案され、次いで、彩色した丹絵も工夫され、紅絵、紅摺絵へとつながっていく。「整

版」技術の躍進期である。 犬公方で名高い 5 代将軍綱吉の元禄期、出版界には三人の巨匠が登

場した。井原西鶴、近松門左衛門、そして松尾芭蕉である。  

≪中期出版文化≫  

元禄期までの出版活動の中心は上方（京都・大坂）であったが、享保の頃（1716～）から江戸へ

移ってきて、以降江戸の出版が大躍進する。江戸地本と呼ばれる草双紙の類が大変な人気を博し、

大手の地本問屋（黄表紙、洒落本、合巻、錦絵などを扱う版元）は盛況を極めた。これは、伝統

的な京文化に対する新興の江戸文化の挑戦でもあった。明和 2年（1765）春信により錦絵が誕生

すると、またたくまに浮世絵界を席巻し、半世紀を得ずして、その黄金期を迎える。 明和 8年

（1771）頃には、「江戸っ子」という言葉も登場して、江戸生え抜きの文化が勃興してきたので

ある。ところで、隆盛をきわめる出版に対して、幕府の弾圧も始まってきた。八代将軍吉宗が手

がけた享保の改革がその嚆矢となる。時の南町奉行大岡越前守忠相から享保 7 年（1722）に示さ

れたお触れ書は次の通りである。  

 

――お触れ書―― 注：現代語訳  

  

1. 新しく出版する儒書、仏書、神書、医書、歌書などすべての書物は従来通りのものは良いが、

みだらに異説をとなえることを固く禁ずる。  

2. 既刊された好色本は風俗を害しているので、内容を改めるか絶版にすること。  

3. 人々の家筋、先祖のことなど、かれこれ相違のことを書いた新しい書物を 世上に流布する

ことを禁ずる。これについて子孫から訴えがあれば厳しく 吟味して罰する。  

4. どのような書物によらず、今後新しく刊行するものには作者、版元の実名を奥書としてしめ



すこと。  

5. 権現様（徳川家康）についてはもちろん徳川家の事柄を書くことを禁ずる。 

やむを得ない場合は奉行所に届け出て指図を受けなければならない。  

もしこの定めに違反した者がいれば、奉行所に訴え出よ。刊行から数年を経た本でも分かった

時点で罰する。  

以上   

  

このお触れ書は以後幕府の出版統制の基本となる。 この時期活躍した人達は、浮世絵界では鈴

木春信をはじめ、奥村正信、鳥居清長、喜多川歌麿、東洲斎写楽、歌川豊国などである。草双紙

の作者としては、山東京伝、恋川春町、太田南畝などがいる。  

 

≪後期出版文化≫  

文化・文政期（1804～1829）を迎え、十一代将軍家斉の治世下、江戸文化は元禄以来の活況を呈

し、“通”や“粋”に代表される町人文化の爛熟期が到来する。 

この時期の出版界の特徴は巨編大作が続々と刊行されたことであろう。江戸出版文化が確立して、

独自の文学が花開いたのである。近世小説の最高傑作とされる式亭三馬（安政５年＜1776＞～文

政 5 年＜1822＞）の「浮世風呂」と「浮世床」や滝沢馬琴（明和 4年＜1767＞～嘉永元年＜1848

＞）が 30 年近くかけて完成した伝奇的大長編「南総里見八犬伝」。そして、十辺舎一九の滑稽本

「東海道中膝栗毛」は弥次さん・喜多さんのお笑いもの。合巻は毎ペ－ジに挿絵を入れて読み易

くした通俗文学でその第一人者は柳亭種彦（1783～1843 年）である。種彦の代表作「にせ紫田

舎源氏」は歌川国貞の錦絵が全編に描かれた見た目の美しいオ－ルカラ－版であった。内容が大

奥を暗に模したものとして、天保の出版統制令に触れ絶版になっている。 文化・文政から幕末

にかけて、錦絵は名所風景画と花鳥画が新たな主要テ－マとして浮上してきた。北斎、広重が二

大巨匠である。江戸末期には美人画もより耽美的になり、さらに痛烈な風刺画や異国風俗を伝え

る横浜絵なども登場して来た。江戸後期の浮世絵界は葛飾北斎、歌川広重のほか、歌川国貞、歌

川国芳などが江戸の終末に鮮やかな錦絵によって花を添えたのであった。  

 

 


